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《学校教育目標》  

「志をもち、主体的に挑戦し、未来を切り拓く生徒の育成」 

         ～夢・挑戦・協働三中～ 

 

粘り強い挑戦が未来を拓く 

立春を過ぎ、暦の上では春を迎えましたが、依然と

して寒さの厳しい日々が続いています。とはいえ、寒

さの中にも、少しずつ季節の移ろいを感じられる頃と

なりました。春はすぐそこまで来ています。 

３年生はいよいよ高校入試本番を迎え、これまで積

み重ねてきた努力の真価が問われる時期です。不安や

緊張は、真剣に取り組んできた証でもあります。どう

か自分を信じ、最後まで粘り強く挑戦してほしいと思

います。一方、１・２年生も学年末テストを迎え、１

年間の学びを確かな力として定着させる大切な時期

です。社会が大きく変化する今、学習は将来の選択肢

を広げ、自らの可能性を高める土台となります。本校

では、年度末まで一人一人の学びに丁寧に寄り添って

まいります。三中生、がんばれ！ 

◆地域とともに育つ子どもたち 

― 子どもクラブ活動発表会 ― 

１月１６日、三日月

町子どもクラブ連合

会主催による令和７

年度校区別「活動発表

会」が、ドゥイング三

日月多目的ホールで開催されました。 

高田・江利・大寺・袴田の各地区子どもクラブが参

加し、小学校１年生から中学生までが協力して、１年

間の活動成果を堂々と発表しました。異学年が関わり

合いながら活動する中で、思いやりや責任感、地域へ

の愛着が育まれていることを感じました。 

子どもクラブで

の学びは、学校生活

を支えるとともに、

地域を明るくする

力となっています。

今後のさらなる成長と活躍を心より期待しています。 

◆民謡に親しむ音楽の授業 

１月２７日、１年生の音楽の授業

において、日本民謡協会の田中秀子

様を非常勤講師としてお招きし、民

謡の授業を行いました。今回は「ソ

ーラン節」を題材に、その成立の背

景や歌に込められた人々の

暮らしや思いを学び、日本

の伝統音楽の魅力に触れる

貴重な機会となりました。 

生徒たちは手拍子を交え

ながら声を合わせ、音楽を体全体で感じる姿が見られ

ました。民謡を通して、我が国の文化への理解を深め

るとともに、音楽の楽しさや表現する喜びを味わう学

びとなりました。 

◆漢字一字に込めた決意 

１月３０日、２年生に

よる立志式を開催しまし

た。生徒一人一人が選ん

だ「漢字一字」に思いや決

意を込め、堂々と発表す

る姿から、自分自身と真剣に向き合い、将来を考える

成長の節目を感じました。 

立志式は、夢が決まっている人だけの行事ではあり

ません。迷いや悩みを抱えながらも、志を言葉にし宣

言したこと自体が、これからの行動を支える力になり

ます。 

今回

の決意

を原点

に、一

日一日

を大切に歩んでいくことを期待します。ご参会いただ

いた保護者の皆様、運営に尽力した２年の先生方、生

徒のみなさんに感謝申し上げます。 



◆命を守る学び 

― AED救急救命講習を実施しました ― 

２月２日、２年生の保健体育

の授業において、日本赤十字佐

賀県支部より講師をお招きし、

AEDを用いた救急救命講習を実

施しました。生徒たちは講師の説明に真剣に耳を傾

け、実技にも意欲的に取り組む姿が見られました。 

講習を通して、命の尊さ

や、万が一の場面で自ら考え

行動することの大切さを学

ぶ貴重な機会となりました。

今後の生活の中でも、学びを

生かしてくれることを期待しています。 

◆高田保馬博士をたたえる会に参加して 

 ２月８日、ドゥイン

グ三日月において「第

３１回高田保馬博士を

たたえる会」が開催さ

れました。本校からは代表として２年生の鎌上泰地さ

んが出場し、将来の夢と郷土の偉人・高田博士の歩み

を踏まえた意見発表を堂々と行いました。その内容

に、参観者からは感心の声が寄せられました。 

生徒のみなさんも高田博

士の志に学び、これからの

自らの学びに生かしてほし

いと思います。また、顕彰記

念として募集された書道・

文学作品コンクールの表彰

式も行われ、多くの本校生

徒が受賞しました。 

さらに、本校１年川頭瑛果さんらによる書道パフォ

ーマンス、合唱部によるアトラクションが披露され、

会場に華を添えました。ありがとうございました。 

〇高田保馬博士顕彰記念書道・文学作品コンクール 

・文学の部 顕彰会賞 江里口晴人 

・  〃     金賞   小野颯介 

・  〃     銀賞   小栁羽純、山口紗嬉 

・  〃     銅賞   太田桐矢、黒川咲絢、堤彩恵 

・書道の部 金賞   大中美乃梨 

・  〃     銀賞   副島杏菜、香月悠太、 

・  〃     銀賞   鐘ヶ江美奈美、大中愛美 

・  〃     銅賞    宗田七海 

◆「話して、聴いて、つながる三中タイム」 

２学期から始まった「三

中タイム」は、３学期も毎週

継続して実施しています。

「アドジャン」や「二者択

一」といった活動を通して、

生徒同士の関わりを深める取組を行っています。 

本取組は、仲間づくりを基

盤に、コミュニケーションス

キルの向上や新たな価値観

との出会いを目的としてい

ます。自己開示や他者理解を

大切にし、「今日のポイント」を意識することで、誰も

が安心して話せる場が生まれています。 

友人関係に不安を抱える生徒をつなぎ、多様性を認

め合う風土づくりにつながっています。 

◆一日の始まりを整える「朝読書」 

本校では朝読書に取り組んでいます。「静かに本を

読む」だけの活動ではなく、学力・心・生活態度を同

時に育てることにもつながります。短時間ですが毎日

続けることで、確かな成果につながります。 

読書は、知識を増やすだけでなく、自分とは違う考

え方や生き方に出会える大切な時間です。本の中に

は、悩みを乗り越えるヒントや、勇気をもらえる言葉

がたくさん詰まっています。すぐに答えが出ない問い

に向き合い、想像し、考える力は、読書によって育ま

れます。スマートフォンでは得られない「考える余白」

が、心を豊かにし、学びの土台となります。１日数分

でも本を開く習慣を、ぜひ大切にしてほしいと思いま

す。 【本校多読者の紹介】図書館便りより 

・１年生 五所拓真、中山拓海、中野幸太、福井らん 

・２年生 高橋粋、白仁田愛奈、篠原侑花 

・３年生 堀田初音、川端心優、大隈野乃花 

本の世界にじっくりと向き合い、気持ちを考えなが

ら読む姿は、多くの生徒のよい手本となっています。 

◆表彰  がんばりました ！ おめでとう！！ 

〇佐賀県スポーツ賞 

・新体操 団体（ｸﾗﾌﾞ） 野木葵生 

〇佐賀県教育委員会第３６回教育長表彰 

・実用英語技能検定 準 1級合格 江口愛美 


